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13.7%

消費量は見ているが
保存や記録はしていない
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請求額は見るが
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電気やガスの伝票をみて
整理・保存している
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資源を節約しゴミを減らすための日常的な実践（2007.01）図1
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A ゴミを分別し
   リサイクルに協力する

B 飲み物や食べ物を
   できるだけ残さない

C 生ゴミの大部分は
   自宅で処理する

D 品物を修理しながら
   大切に長く使う

E 良いものであれば、
   新品にこだわらない

F 不要な包装や
   袋は断る

G 買物には買物袋を
   持参する

H 野菜を自宅で育てる

I  殺虫剤、防腐剤は
   なるべく使わない

J  トイレットペーパーなど
   紙類は再生紙を使う

K 過剰包装の商品は
   買わない

L エコマークの付いた
   商品を選ぶ
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こ
の
稿
で
は
、生
活
者
が
持
っ
て
い
る
意
識
や
日
常

の
行
動
の
う
ち
、「
環
境
」や
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」に
関
係

す
る
調
査
結
果
に
つ
い
て
概
要
を
報
告
し
、前
回
調

査
と
の
比
較
な
ど
の
考
察
を
加
え
る
。 

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
と
標
記
し
た
が
、エ
ネ
ル
ギ
ー
は

環
境
問
題
の
一
部
で
も
あ
る
。そ
の
重
複
を
承
知
の

上
で
、こ
こ
で
は
日
常
生
活
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
中
心

に
、ゴ
ミ
減
量
・
節
水
な
ど
の
状
況
を
加
え
て
、環
境
・

省
エ
ネ
意
識
と
関
連
す
る
行
動
に
つ
い
て
調
査
し
た

結
果
を
報
告
す
る
。 

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
は
、資
源
枯
渇
や
地
球
温
暖
化

と
い
う
グ
ロ
ー
バ
ル
な
重
要
問
題
に
直
結
す
る
。ま
た
、

ゴ
ミ
の
減
量
を
処
理
場
不
足
や
環
境
汚
染
を
中
心
に

考
え
れ
ば
、ロ
ー
カ

ル
な
環
境
問
題
へ

の
対
応
と
言
え
る
。 

　
一
方
、
家
庭
で

利
用
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
種
別
に
は
、電

気
、都
市
ガ
ス
、プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
、
灯
油

な
ど
の
選
択
肢
が

あ
る
。
こ
れ
ら
が

用
途
に
応
じ
て
ど

の
よ
う
に
使
い
分

け
さ
れ
て
い
る
か
、

そ
の
現
状
と
将
来

の
希
望
な
ど
に
関

す
る
動
向
に
つ
い

て
も
、あ
わ
せ
て
報

告
し
た
い
。 

     

　
住
ま
い
・
生
活
に
お
け
る
環
境
配
慮
を
、こ
こ
で
は

「
ゴ
ミ
排
出
」
及
び「
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
」
を
減
ら
す
こ

と
に
焦
点
を
当
て
て
、住
生
活
に
お
け
る
意
識
と
行

動
に
つ
い
て
調
査
し
た
。 

   

　
ま
ず
資
源
の
節
約
や
ゴ
ミ
の
減
量
に
関
し
、二
年
前

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る

行
動
と
意
識
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J  トイレッ
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L エコマー
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エネルギーや水を節約するための日常的な実践（2007.01）図2

A 電気製品を買う時には
   省エネルギータイプを選ぶ

B こまめに照明やテレビの
   スイッチを切る

C テレビ、電子レンジなど
   主電源からOFFにする
   （コンセントを抜く）
D 暖房は低めの
   温度設定にする

E 暖房する部屋を少なくし、
   なるべく一緒に過ごす

F 冬は室内でも
   暖かい服装をする

G 冷房（エアコン）は
   使わない

H 冷房温度は高めに
   設定する

I  夏はスダレなどで
   日射をさえぎる

J 電気ポットなど長時間保温の
   電熱家電は使わない

K 圧力鍋を利用する

L 炊飯器の保温機能は
   使わない

M お風呂は湯がさめないよう
   続けて入る

N 給湯温度を低めに
   設定する

O 夏は風呂の湯張りを避け、
   シャワーで済ませる

P 風呂の残り湯は
   洗濯等に利用する

Q 温水洗浄便座は温度を低く、
   使わないときはOFFに

R 冷蔵庫の中を整理し、
   冷えすぎない温度設定をする

S エネルギーは目的・用途に
   応じて使い分ける

T 自家用車の利用を避け、
   自転車や公共交通を使う

U 水やお湯を
   流しっ放しにしない

V 雨水を貯めて利用する

よく実践している 少しは実践している

全く実践していない 無回答 総　数（n=1161） 
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て
も
、あ
わ
せ
て
報

告
し
た
い
。 

と
同
じ
く
図
１
に
含
ま
れ
る
一
二
項
目
の
質
問
を
し
、

実
践
の
程
度
を
四
段
階
で
答
え
て
も
ら
っ
た
。 

　
調
査
結
果
は
図
１
の
と
お
り
で
あ
る
。
積
極
的
な

取
り
組
み「
よ
く
実
践
し
て
い
る
」が
多
い
順
に
見
て

み
る
と
、「
ゴ
ミ
を
分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
協
力
す
る
」

が
六
六
・
八
％（
前
回
調
査
は
五
九
・
七
％
、以
下
同
じ
）

と
最
も
多
く
、次
い
で「
飲
み
物
・
食
べ
物
を
残
さ
な

い
」が
四
五
・
七
％（
四
一
・
三
％
）、「
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ

ー
な
ど
再
生
紙
を
使
う
」が
三
三
・
五
％（
二
六
・
六
％
）

と
続
き
、四
な
い
し
七
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
る
。 

　
次
に「
少
し
は
実
践
し
て
い
る
」
も
加
え
た
合
計
が

六
〇
％
を
超
え
た
回
答
を
見
る
と
、「
よ
く
実
践
し
て

い
る
」の
比
率
は
、「
新
品
に
こ
だ

わ
ら
な
い
」二
四
・二
％（
二
二・七
％
）、

「
修
理
し
て
長
く
使
う
」二
二
・
八

％（
一
九
・
〇
％
）、「
不
要
な
包
装

な
ど
断
る
」二
一
・
七
％（
一
九
・
八

％
）の
三
点
に
つ
い
て
、い
ず
れ
も
前

回
を
上
回
っ
た
。全
体
的
に
、資
源
・

ゴ
ミ
関
連
の
環
境
行
動
は
、前
回
に

比
較
し
て
進
ん
で
い
る
、と
評
価
で

き
る
。 

   

　
生
活
者
は
、具
体
的
に
ど
の
程

度
行
動
し
て
い
る
の
か
。エ
ネ
ル
ギ

ー
や
水
の
節
約
ぶ
り
を
見
て
み
よ

う
。
質
問
内
容
は
前
回
と
ほ
ぼ
同

じ
で
、図
２
に
掲
げ
る
二
二
項
目
の

設
問
に
対
す
る
回
答
を
得
た
。 

　
三
割
以
上
が「
よ
く
実
践
し
て
い
る
」と
答
え
た
行

動
に
は
、「
ス
イ
ッ
チ
を
こ
ま
め
に
切
る
」四
二
・
七
％（
三

七
・
四
％
）、「
風
呂
の
残
り
湯
は
洗
濯
な
ど
に
利
用
す

る
」四
二
・
五
％（
四
〇
・
九
％
）、「
水
を
流
し
っ
放
し
に

し
な
い
」
四
二
・
五
％（
三
八
・
四
％
）、「
長
時
間
保
温

の
電
熱
家
電
は
使
わ
な
い
」三
七
・
九
％（
三
四
・
一
％
）、

「
暖
房
す
る
部
屋
を
少
な
く
し
、一
緒
に
過
ご
す
」
三

六
・
〇
％（
三
〇
・
二
％
）、「
冬
は
室
内
で
も
暖
か
い
服

装
を
す
る
」
三
六
・
〇
％（
二
五
・
六
％
）、「
暖
房
は
低

め
の
温
度
設
定
に
す
る
」
三
二
・
七
％（
二
五
・
七
％
）、

「
電
気
製
品
は
省
エ
ネ
タ
イ
プ
を
選
ぶ
」
三
〇
・
九
％

（
二
五
・
二
％
）、及
び「
炊
飯
器
の
保
温
機
能
は
使
わ

な
い
」三
〇
・
三
％（
二
三
・
九
％
）が
あ
っ
た
。 

　
ほ
と
ん
ど
の
項
目
で「
よ
く
実
践
し
て
い
る
」の
比
率

が
高
ま
り
、そ
の
率
が
三
〇
％
を
超
え
た
項
目
が
六
か

ら
一
〇
に
増
え
、明
ら
か
な
改
善
傾
向
が
読
み
取
れ
る
。 

　
こ
れ
ら
以
外
で「
少
し
は
実
践
し
て
い
る
」の
比
率

を
加
え
て
六
割
を
超
え
る
行
動
に
は
、「
冷
房
温
度
は

高
め
に
設
定
す
る
」
六
八
・
七
％（
六
一
・
三
％
）が
あ

る
。
同
様
に「
お
風
呂
は
湯
が
さ
め
な
い
よ
う
続
け
て

入
る
」
五
七
・
七
％（
五
八
・
五
％
）と
「
夏
は
ス
ダ
レ
な

ど
で
日
射
を
さ
え
ぎ
る
」五
七
・
五
％（
五
三
・
九
％
）が

半
数
以
上
の
肯
定
的
回
答
を
得
た
。こ
れ
ら
は
、生
活

に
お
け
る
無
駄
な
消
費
を
減
ら
す
た
め
の
常
識
的
な
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総　数（n=1161） 

無回答
0.4%

知らないない・
記録記録もしていないない

13.7%

消費量は消費量は見ていているが
保存や保存や記録は記録はしていていないない

27.4%

請求額は請求額は見るが
消費量は消費量は意識意識していていないない

29.7%

電気や電気やガスの伝票伝票をみをみて
整理整理・保存保存していている

23.9%

知らない・
記録もしていない

13.7%

その他
0.3%

消費量は見ているが
保存や記録はしていない

27.4%

請求額は見るが
消費量は意識していない

29.7%

環境家計簿の一環
として付けている

4.6%

電気やガスの伝票を見て
整理・保存している

23.9%

毎月のエネルギー消費量把握の状況（2007.01）図3
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3.3

6.1

6.4

15.8

25.1

58.0

15.1

48.3

5.9

45.5

37.7

56.7

38.5

2.6

1.2

0.3
0.2

3.4

1.2

1.5

2.5
1.6

行
動
で
、一
般
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
方
法
と
見
ら
れ
る
。 

　
そ
れ
に
対
し
て
、家
庭
に
お
け
る
電
力
消
費
の
約
一

割
を
占
め
る
と
言
わ
れ
る
待
機
電
力
を
カ
ッ
ト
す
る
た

め「
主
電
源
か
ら
Ｏ
Ｆ
Ｆ
に
す
る
」を
よ
く
実
行
し
て
い

る
人
は
、前
回
と
ほ
ぼ
同
じ
の
一
九
・二
％（
一
九
・
四
％
）、

少
し
は
実
践
し
て
い
る
人
二
五
・
六
％（
二
二
・
五
％
）を

加
え
て
も
約
四
五
％
と
半
分
を
超
え
て
い
な
い
。 

　
統
計
上
は
家
庭
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
入
ら
な
い
が
、

日
常
生
活
の
な
か
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
大
き
い
自
家

用
車
の
利
用
に
関
し
て
は
、「
自
家
用
車
の
利
用
を
避

け
自
転
車
や
公
共
交
通
を
使
う
」と
答
え
た
人
は
一

五
・
三
％（
一
三
・
二
％
）＋
二
四
・
七
％（
一
七
・
七
％
）

＝
四
〇
％
に
達
し
、前
回
の
三
〇
・
九
％
か
ら
大
幅
に

伸
び
て
い
る
。こ
の
数
字
は
町
村
部
で
三
一
・
六
％（
一

九
・
七
％
）、大
都
市
で
は
五
四
・
三
％（
四
四
・
九
％
）と

対
照
的
な
地
域
差
が
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
が
、

町
村
部
で
も
顕
著
に
増
え
て
い
る
の
は
注
目
に
値
す
る
。 

　
全
般
的
に
見
る
と
、二
年
間
で
省
エ
ネ
行
動
は
前
進

し
て
い
る
。
手
間
や
努
力
を
要
す
る
も
の
、利
便
性
の

低
下
に
関
連
す
る
対
象
に
つ
い
て
も
省
エ
ネ
化
の
傾
向

が
見
ら
れ
、将
来
に
期
待
が
持
て
る
。 

   

　
さ
ま
ざ
ま
な
省
エ
ネ
行
動
の
基
礎
に
な
る
の
は
、自

宅
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
認
識
で
あ
る
。
実

績
を
知
ら
ず
、目
標
も
持
た
ず
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
成

果
を
上
げ
る
こ
と
は
考
え
が
た
い
。
今
回
も
電
気
・
ガ

ス
の
消
費
量
を
把
握
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
調
査
し
た
。 

　
調
査
結
果
は
図
３
の
と
お
り
で
、「
環
境
家
計
簿
の

一
環
と
し
て
付
け
て
い
る
」が
四
・
六
％（
前
回
調
査
は

四
・
二
％
、以
下
同
じ
）、「
伝
票
を
見
て
整
理
・
保
存
し

て
い
る
」が
二
三
・
九
％（
二
一
・
三
％
）、「
消
費
量
は
見

て
い
る
が
保
存
は
し
な
い
」が
二
七
・
四
％（
二
五
・
〇
％
）、

「
請
求
額
は
見
る
が
消
費
量
は
意
識
し
な
い
」が
二
九
・

七
％（
二
六
・
〇
％
）、「
知
ら
な
い
、記
録
も
し
な
い
」が

一
三
・
七
％（
二
二
・
一
％
）だ
っ
た
。 

　
何
ら
か
の
形
で「
記
録
を
保
存
す
る
」
最
も
積
極

的
な
グ
ル
ー
プ
の
比
率
が
二
五
・
六
％
か
ら
二
八
・
五
％

に
約
一
割
増
え
た
こ
と
、「
知
ら
な
い
・
記
録
し
な
い
」

グ
ル
ー
プ
が
二
二
・
一
％
か
ら
一
三
・
七
％
に
大
幅
に
減

っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
把
握
傾
向

は
確
実
に
進
ん
で
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。 

　
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
へ
の
意
識

が
強
い
人
の
ほ
う
が
、消
費
量
の
確
認
と
記
録
に
積
極

的
」と
い
う
明
ら
か
な
傾
向
が
確
認
で
き
る
。
非
常
に

関
心
の
強
い
グ
ル
ー
プ
で
は
、環
境
家
計
簿
を
付
け
て

い
る
か
、電
気
・
ガ
ス
の
伝
票
を
整
理
・
保
存
し
て
い
る

人
が
四
二
・
一
％
に
も
上
り
、「
知
ら
な
い
・
記
録
も
し

な
い
」
人
は
六
・
二
％
に
と
ど
ま
っ
た
。こ
れ
に
対
し
、全

く
関
心
の
な
い
グ
ル
ー
プ
の
約
七
六
・
三
％
が
、「
知
ら

な
い
・
記
録
も
し
な
い
」と
答
え
、伝
票
を
保
存
し
て
い

る
人
は
わ
ず
か
に
二
・
六
％（
一
名
）だ
っ
た
。 

   

　
次
に
、日
常
の
省
エ
ネ
行
動
だ
け
で
な
く
、器
具
の

買
い
替
え
や
住
宅
の
改
修
・
建
替
な
ど
の
機
会
を
捉
え

て
省
エ
ネ
対
策
を
取
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
質
問
し

た
。
あ
る
程
度
の
お
金
を
払
っ
て
も
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対

策
を
す
る
意
志
を
、よ
り
確
実
に
把
握
す
る
た
め
、調

査
票
に
は
大
部
分
の
対
策
に
つ
い
て
予
測
さ
れ
る
費

用
を
提
示
し
判
断
に
役
立
て
て
も
ら
っ
た（
表
１
）。表

中
の「
＋
」
印
は
通
常
機
種
と
の
価
格
の
差
を
表
す
。

選
択
肢
と
回
答
比
率
は
図
４
の
と
お
り
で
あ
る
。 

　
こ
の
グ
ラ
フ
を
見
て
、最
も
印
象
的
な
結
果
は
、「
条

件
が
整
え
ば
採
用
し
た
い
」
ま
で
含
め
る
と
、全
て
の

対
策
に
つ
い
て
過
半
数
の
支
持
を
得
た
こ
と
で
あ
る
。

特
に
省
エ
ネ
家
電
を
選
ぶ
こ
と
は
条
件
付
き
で
九
割

以
上
、条
件
な
し
で
七
割
前
後
の
人
が「
採
用
し
て
い

る
、ぜ
ひ
採
用
し
た
い
」と
答
え
て
い
る
。 

　
安
上
が
り
の
電
球
型
蛍
光
灯
と
ス
イ
ッ
チ
付
コ
ン
セ

ン
ト（
タ
ッ
プ
）に
つ
い
て
は
、「
既
に
採
用
し
て
い
る
・
近
々

す
る
」の
比
率
が
そ
れ
ぞ
れ
三
一
・
〇
％（
前
回
調
査

は
二
二
・
五
％
、以
下
同
じ
）、二
七
・
五
％（
二
二
・
六
％
）

と
、普
及
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
見
ら
れ
る
。し
か
し
、

「
条
件
が
整
え
ば
採
用
し
た
い
」の
比
率
が
ま
だ
大
き

く
、少
し
誤
解
も
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
だ
。そ
の
条
件

と
し
て
は
、「
価
格
が
も
っ
と
下
が
れ
ば
」が
電
球
型
蛍

光
灯
三
九
・
九
％
、ス
イ
ッ
チ
付
コ
ン
セ
ン
ト
二
八
・
三
％
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知らない・
記録もしていない

13.7%

消費量は見ているが
保存や記録はしていない

27.4%

請求額請求額は見るが
消費量は消費量は意意識していない

229.7%

電気やガスの伝票をみて
整理・保存している

23.9%

その他
0.3%

請求額
消費量は意

2

毎図3

金額の目安（略記）

白熱電球を電球型蛍光灯に替える

スイッチ付コンセント（スイッチ付タップ）にする

ガス給湯器を省エネ性の高い機種にする

給湯器としてCO2 ヒートポンプを採用する

家庭用コージェネレーション機器を採用する

雨水貯留タンクを設置する

太陽熱温水器を設置して給湯に利用する

太陽光発電システムを設置する

窓ガラスを二重化する

2階屋根裏に断熱材を敷き込む（2室程度）

住宅全体を高断熱にする

1千円

0.5～2千円

＋3万円

定価70万円－補助金（5～8万）

定価75万円－補助金（17万円）

5万円

40～60万円

200万円

5万円／箇所（改修）

10万円

＋80～100万円（新築）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

新築・改修や器具の買い替えに際し実践できる省エネ対策の参考費用（2007.01）表1
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34.9 1.3
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1.8
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5.1

0 20 40 60 80 100（%）

既に採用している・近々する ぜひ採用したい

条件が整えば採用したい

採用する気はない

無回答 総　数（n=1161） 
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14.6 25.5 35.7 21.9 2.3

14.5 21.7 39.9 21.1 2.8
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16.5 47.5 31.0 2.8

1.5
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新築・改修や器具の買い替えに際して実践できる省エネ対策（2007.01）図4

A 白熱電球を
   電球型蛍光灯に替える

B スイッチ付コンセント
   （スイッチ付タップ）にする

C 冷蔵庫は省エネ性を
   重視して選ぶ

D エアコンは省エネ性を
   重視して選ぶ

E テレビは省エネ性を
   重視して選ぶ

F ガス給湯器を省エネ性の
   高い機種にする

G 給湯器として
   CO2ヒートポンプを採用する

H 家庭用コージェネレーション
   機器を採用する

I  雨水貯留タンクを
   設置する

J 太陽熱温水器を設置して
   給湯に利用する

K 太陽光発電システムを
   設置する

L 窓ガラスを二重化する

M 2階屋根裏に断熱材を
   敷き込む（2室程度）

N 住宅全体を高断熱にする
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ス
の
消
費
量
を
把
握
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
調
査
し
た
。 

　
調
査
結
果
は
図
３
の
と
お
り
で
、「
環
境
家
計
簿
の

と
し
て
は
、「
価
格
が
も
っ
と
下
が
れ
ば
」が
電
球
型
蛍

光
灯
三
九
・
九
％
、ス
イ
ッ
チ
付
コ
ン
セ
ン
ト
二
八
・
三
％

に
対
し
、「
新
築
・
建
替
の
場
合
に
は
」が
二
〇
・
八
％

（
二
七
・
二
％
）、「
リ
フ
ォ
ー
ム・
改
修
の
場
合
に
は
」が

二
五
・
九
％（
三
三
・
五
％
）と
同
じ
く
ら
い
大
き
な
比

率
を
占
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

　
二
年
間
の
違
い
を
見
る
た
め
、あ
え
て
価
格
条
件
を

変
え
ず
に
調
査
し
た
が
、実
勢
価
格
と
し
て
電
球
型

蛍
光
灯
が
半
値
の
四
〇
〇
円
程
度
ま
で
、ス
イ
ッ
チ
付

タ
ッ
プ
も
二
口
な
ら
五
〇
〇
円
以
下
に
低
下
し
て
い
る

の
で
、そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
理
解
し
、実
際
に
店
頭
で
見
た

人
は
す
ぐ
に
買
い
求
め
て
も
お
か
し
く
な
い
。 

　
も
う
一
つ
、こ
れ
ら
は
新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
を
待
た

ず
、す
ぐ
に
で
も
交
換
・
取
り
付
け
で
き
る
商
品
で
、ま

だ
ま
だ
、こ
れ
ら
の
も
た
ら
す
効
用
の
理
解
が
進
ん
で

い
な
い
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
省
エ
ネ
情
報
の
普
及

に
ま
だ
ま
だ
余
地
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

　
も
う
一
つ
の
発
見
は
、住
宅
の
高
断
熱
化
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
傾
向
で
あ
る
。「
既
に
採
用
し
て
い
る
」

と「
ぜ
ひ
採
用
し
た
い
」の
合
計
値
で
見
る
と
、「
二
階

の
屋
根
裏
に
断
熱
材
を
敷
き
込
む
」が
三
六
・
二
％（
三

四
・
三
％
）、「
窓
ガ
ラ
ス
を
二
重
化
す
る
」が
四
〇
・
一

％（
三
五
・
五
％
）、「
住
宅
全
体
を
高
断
熱
に
す
る
」

が
三
〇
・
一
％（
二
六
・
一
％
）と
、い
ず
れ
も
前
回
を

上
回
っ
た
。さ
ら
に
、こ
れ
ら
に
関
し
て
二
五
〜
三
一
％

あ
っ
た「
採
用
す
る
気
は
な
い
」の
回
答
者
が
、今
回
は

二
一
％
台
に
下
が
っ
て
お
り
。
断
熱
に
よ
る
省
エ
ネ
化

に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
言
え
る
。「
条

件
が
整
え
ば
」の
内
訳
は
、「
価
格
が
下
が
れ
ば
」が
三

〇
〜
三
三
％
で
、お
金
と
の
相
談
が
あ
る
も
の
の
、「
新

築
の
場
合
に
」が
四
〇
％
前
後
、リ
フ
ォ
ー
ム
の
場
合
で

も
三
〇
％
前
後
と
、そ
の
よ
う
な
機
会
を
捉
え
て
高

断
熱
化
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
は
っ
き
り
見
て
取
れ

る
。「
条
件
付
き
」
を
合
わ
せ
る
と
、高
断
熱
化
は
七

五
％
の
生
活
者
に
支
持
さ
れ
、実
施
さ
れ
る
受
け
皿

が
で
き
て
い
る
と
言
え
る
。 

　
こ
れ
に
対
し
、太
陽
熱
利
用
と
太
陽
光
発
電
は
、前

回
と
同
じ
く
「
条
件
が
整
え
ば
」が
半
数
近
く
あ
り
、

そ
の
条
件
の
第
一
は「
価
格
が
下
が
れ
ば
」（
そ
れ
ぞ

れ
三
七
・
九
％
、四
一
・
七
％
）で
、「
新
築
・
建
替
す
る

場
合
」と
答
え
た
比
率（
三
〇
・
〇
％
、二
八
・
三
％
）よ
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知らない・
記録もしていない

13.7%

消費量は見ているが
保存や記録はしていない
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エネルギーへの関心度と日常の省エネ行動（電源を元から切る）図5-a
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エネルギーへの関心度と日常の省エネ行動（暖房する部屋を限定）図5-b
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り
強
い
制
約
と
見
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。 

　
全
体
と
し
て
は
、省
エ
ネ
へ
の
実
現
意
欲
は
前
進
し

て
お
り
、正
し
い
情
報
提
供
、経
済
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、

そ
し
て
省
エ
ネ
意
識
の
向
上
支
援
な
ど
が
並
行
し
て

求
め
ら
れ
る
。 

   

　
省
エ
ネ
行
動
の
背
景
に
あ
る
と
見
ら
れ
る
生
活
者

の
意
識
を
知
る
た
め
に
、エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
へ
の
関
心
の

程
度
に
つ
い
て
聞
い
て
い
る
。そ
の
結
果
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
に「
非
常
に
関
心
が
あ
る
」が
一
六
・
八
％
、「
ま

あ
関
心
が
あ
る
」が
六
〇
・
七
％
、合
計
は
全
体
の
七
七
・

五
％
あ
っ
た
。理
由
は「
温
暖
化
な
ど
地
球
レ
ベ
ル
の
環

境
悪
化
が
心
配
」（
全
体
の
七
四
・
三
％
が
選
択
、複
数

回
答
、以
下
同
じ
）が
一
番
の
理
由
で
、次
い
で「
家
計

費（
光
熱
費
）を
節
約
し
た
い
か
ら
」（
六
一
・
六
％
）だ

っ
た
。グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題
で
あ
る
と
と
も
に
、身
近
な

課
題
と
し
て
も
認
識
さ
れ
て
い
る
。 

　
一
方
、「
あ
ま
り
関
心
が
な
い
」は
一
八
・
九
％
、「
全

く
関
心
が
な
い
」が
三
・
三
％
、合
計
は
二
二
・
二
％
あ
っ

た
。最
も
多
い
回
答
理
由
は「
日
常
生
活
で
精
一
杯
で

そ
こ
ま
で
頭
が
回
ら
な
い
」が
四
九
・
〇
％
だ
っ
た
。 

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
へ
の
関
心
の
高
さ
が
、省
エ
ネ
行

動
や
省
エ
ネ
関
係
の
投
資
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
と

連
動
す
る
こ
と
を
検
証
す
る
た
め
。エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

へ
の
関
心
度
の
高
い
順
に
Ｇ
１（
非
常
に
あ
る
）、Ｇ
２

（
ま
あ
あ
る
）、Ｇ
３（
あ
ま
り
な
い
）、Ｇ
４（
全
く
な
い
）

と
グ
ル
ー
プ
分
け
し
、い
く
つ
か
の
例
を
取
り
上
げ
実

際
の
省
エ
ネ
行
動
と
の
相
関
を
調
べ
て
み
た
。 

　
基
礎
的
な
省
エ
ネ
行
動
の
例
と
し
て
、「
家
電
製

品
の
電
源
を
元
か
ら
切
る
」

と
「
暖
房
す
る
部
屋
を

限
定
し
一
緒
に
過
ご
す
」

を
見
る
。
図
５
は
、そ
れ

ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
内
で
の

実
践
に
応
じ
た
比
率
の

比
較
で
あ
る
。こ
れ
に
見

る
と
お
り
、エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
に
関
心
が
あ
る
層

は
比
較
的
よ
く
実
践
し

て
い
る
傾
向
が
は
っ
き
り

見
ら
れ
る
。
反
対
に
関
心

の
薄
い
層
は
、「
全
く
実

践
し
な
い
」の
比
率
が
突

出
し
て
い
る
。 

　
同
様
に
、住
ま
い
の
省
エ
ネ
化
の
た
め
に
器
具
を
変

え
た
り
住
宅
の
断
熱
性
能
を
高
め
た
り
す
る
場
合
、

ど
の
程
度
の
実
績
と
心
構
え
を
し
て
い
る
か
に
つ
い
て

比
較
す
る
。図
６
は
安
上
が
り
な
省
エ
ネ
対
策
の
例
と

し
て
、「
白
熱
電
球
に
代
え
て
電
球
型
蛍
光
灯
を
採
用

す
る
」、及
び
断
熱
改
修
の
目
安
と
し
て「
窓
ガ
ラ
ス
を

二
重
化
す
る
」対
策
へ
の
調
査
結
果
を
表
す
。 

　
こ
れ
に
つ
い
て
も
、問
題
意
識
の
高
い
グ
ル
ー
プ
が
、

措
置
済
み
実
績
も
採
用
意
欲
も
高
い
。 

　
し
か
し
、問
題
意
識
の
高
い
人
が
全
て
行
動
を
起
こ

し
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、関
心
の
低
い
グ
ル
ー
プ
に
属

し
て
い
て
も
、そ
れ
な
り
の
省
エ
ネ
行
動
を
行
っ
て
い
る

人
は
い
る
。
絶
対
的
な
対
応
で
は
な
い
が
、傾
向
と
し

て
は
問
題
意
識
を
持
つ
こ
と
が
省
エ
ネ
行
動
の
基
本
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 

　
一
方
、既
に
行
動
し
て
い
る
比
率
の
高
い
も
の
は
、比

較
的
容
易
に
で
き
る
こ
と
で
あ
り
、器
具
や
建
築
に
関

す
る
省
エ
ネ
対
策
も
比
較
的
安
価
な
も
の
に
偏
る
傾

向
が
あ
る
。 

　
地
球
温
暖
化
を
食
い
止
め
る
た
め
の
削
減
量（
な
い

し
率
）と
、実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
省
エ
ネ
行
動
・
対
策

と
は
、な
お
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
。
意
識
や
工
夫
だ

け
で
は
住
ま
い
・
生
活
お
け
る
省
エ
ネ
の
実
績
に
は
限

界
が
あ
る
。有
効
な
手
立
て
を
さ
ら
に
追
求
し
、実
践

に
結
び
つ
け
る
必
要
が
あ
ろ
う
。 

　
全
体
と
し
て
は
、環
境
問
題
の
深
刻
さ
と
平
均
的

な
生
活
者
の
意
識
・
行
動
レ
ベ
ル
に
は
な
お
大
き
な
差

が
あ
る
と
感
じ
た
。意
識
や
生
活
の
工
夫
だ
け
で
は
環

境
問
題
は
解
決
し
な
い
と
い
う
示
唆
で
あ
る
。さ
ら
に
、

意
識
が
高
く
実
際
に
対
策
を
行
っ
た
と
し
て
も
、エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
の
絶
対
量
が
下
が
る
か
ど
う
か
は
別
問
題

か
も
し
れ
な
い
。そ
れ
は
、住
宅
の
規
模
、世
帯
人
数
、

生
活
の
水
準
な
ど
に
よ
っ
て
、一
人
あ
た
り
の
エ
ネ
ル
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エネルギーへの関心度と設備の改善意欲の例（電球型蛍光灯）図6-a
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エネルギーへの関心度と住宅の改善意欲の例（窓ガラスの二重化）図6-b
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例

際
の
省
エ
ネ
行
動
と
の
相
関
を
調
べ
て
み
た
。 

　
基
礎
的
な
省
エ
ネ
行
動
の
例
と
し
て
、「
家
電
製

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 

　
一
方
、既
に
行
動
し
て
い
る
比
率
の
高
い
も
の
は
、比

か
も
し
れ
な
い
。そ
れ
は
、住
宅
の
規
模
、世
帯
人
数
、

生
活
の
水
準
な
ど
に
よ
っ
て
、一
人
あ
た
り
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
は
結
果
と
し
て
大
き
く
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
は
、十
分
あ
り
う
る
か
ら
で
あ
る
。 

　
省
エ
ネ
技
術
が
進
み
、製
品
や
住
宅
に
反
映
さ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
が
増

加
し
て
い
る
の
に
は
、生
活
の
あ
り
方
そ
の
も
の
の
再

検
討
が
待
っ
た
な
し
、と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。 

      

　
こ
の
項
で
は
、住
生
活
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
、用
途
別
に
現
在
の
利
用
実
態
と
、そ
の
理
由
に
関

す
る
調
査
結
果
を
報
告
す
る
。 

　
対
象
と
し
た
用
途
は
、

前
回
と
同
様
に
①
暖
房
、

②
風
呂
、③
給
湯
、及

び
④
調
理
の
四
つ
で

あ
る
。
ま
た
、対
象
と

し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
種
別

は
、都
市
ガ
ス
、プ
ロ
パ

ン
ガ
ス（
Ｌ
Ｐ
Ｇ
）、灯

油
及
び
電
気
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
に

対
し
、主
に
使
う
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
補
助
的
に

使
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

尋
ね
、そ
の
理
由
を

選
択
肢
か
ら
選
ん
で

も
ら
っ
た
。 

　
な
お
、家
庭
用
の
冷
房
に
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、電
気

エ
ア
コ
ン
が
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、こ
の
調
査
で
は
冷

房
用
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
種
別
に
関
す
る
質
問
が
含
ま
れ
て

い
な
い
。ま
た
、エ
ネ
ル
ギ
ー
選
択
の
理
由
に
つ
い
て
、今

回
は
質
問
し
て
い
な
い
。 

   

　
暖
房
に
主
と
し
て
使
わ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
種
別
は

次
頁
の
図
７
に
示
す
と
お
り
、第
一
は
灯
油
で
五
六
・

七
％（
前
回
は
六
二
・
二
％
、以
下
同
じ
）、第
二
は
電
気

の
三
三
・
六
％（
三
六
・
九
％
）で
あ
る
。都
市
ガ
ス
は
一

一
・
五
％（
一
一
・
二
％
）、プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
二
・
六
％（
四
・

二
％
）に
と
ど
ま
っ
た
。補
助
的
に
使
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
種

別
は
、多
い
順
に
、電
気
三
七
・
五
％（
三
四
・
六
％
）、灯

油
一
〇
・
〇
％（
八
・
五
％
）、都
市
ガ
ス
二
・
五
％（
三
・

八
％
）、プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
一
・
二
％（
一
・
一
％
）と
な
っ
て
い

る
。こ
れ
ら
の
順
位
は
前
回
と
変
わ
ら
な
い
が
、電
気

と
灯
油
の
補
助
的
な
利
用
が
増
え
て
い
る
。そ
の
他
の

ほ
と
ん
ど
は
薪
で
あ
る
。 

　
こ
れ
ら
の
値
は
、灯
油
へ
の
依
存
度
が
高
い
北
海
道
・

東
北
を
含
む
も
の
で
、近
畿
二
府
四
県（
以
下
、近
畿

圏
）で
見
る
と
、暖
房
に「
主
に
都
市
ガ
ス
を
使
う
」と

答
え
た
人
の
比
率
は
二
〇
・
五
％
に
、「
補
助
的
に
使

う
」人
は
二
・
九
％
に
増
え
る
。 

   

　
給
湯
と
風
呂（
質
問
表
で
は「
お
風
呂
沸
か
し
」
）

を
別
に
調
査
し
た
の
は
、異
な
る
熱
源
を
利
用
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。結
果
と
し
て
次
頁
の

図
８
に
示
す
と
お
り
、エ
ネ
ル
ギ
ー
種
別
は
お
お
む
ね

給
湯
と
一
致
し
た
が
、今
回
も
灯
油
の
利
用
が
約
五

ポ
イ
ン
ト
多
い
。 

　
風
呂
を
沸
か
す
の
に
主
と
し
て
使
わ
れ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
種
別
は
、多
い
も
の
か
ら
順
に
、都
市
ガ
ス
三
九
・

七
％（
四
〇
・
三
％
）、灯
油
二
五
・
一
％（
二
六
・
六
％
）、

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
二
二
・
二
％（
二
三
・
二
％
）、電
気
一
一
・

四
％（
九
・
六
％
）で
あ
る
。電
気
の
利
用
が
一
・
八
ポ
イ

ン
ト
増
え
た
以
外
は
、〇
・
六
な
い
し
一
・
五
ポ
イ
ン
ト

減
少
し
て
い
る
。ま
た
、補
助
的
に
使
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
種

別
と
し
て
電
気
四
・
六
％（
七
・
二
％
）で
、そ
れ
以
外
は

一
％
前
後
で
、設
備
の
状
況
は
把
握
で
き
て
い
な
い
。 

　
そ
の
他
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
種
別
は
、前
回
一
・
七
％
あ
っ

た
も
の
が
半
減
し
〇
・
七
％
と
な
っ
た
。そ
の
大
半
は
太

陽
熱
を
利
用
す
る
も
の
で
、地
域
給
湯
も
含
ま
れ
る
。 

現
在
の
用
途
別
エ
ネ
ル
ギ
ー
選
択

61 CEL Sep.  2007

住
ま
い
・
生
活
意
識
に
見
る
現
実
と
課
題

Ⅱ 

持続可能性と生活満足

特　集

CEL本文  07.9.28 9:55 PM  ページ 61



知らない・
記録もしていない

13.7%

消費量は見ているが
保存や記録はしていない

27.4%

請求額は見るが
消費量は意識していない

29.7%

電気やガスの伝票をみて
整理・保存している

23.9%

主に使う 補助的に使う ほとんど使わない 全く使わない 無回答総　数（n=1161） 

0 20 40 60 80 100（%）

風呂湯沸かしに使うエネルギー種別（全国、2007.01）図8

39.7

22.2

25.1

11.4
0.5

0.2

4.6
1.1

0.9

0.5

1.2

0.5

0.5

0.6

0.5
99.3

0.2

64.0 18.94.6
1.1

59.2 14.3
0.9

0.5

59.5 16.5
1.2

0.5

43.5 15.70.5

0.6
都 市 ガ ス

プロパンガス

灯 油

電 気

そ の 他

A

B

C

D

E

0 20 40 60 80 100（%）

主に使う 補助的に使う ほとんど使わない 全く使わない 無回答総　数（n=1161） 

調理に使われるエネルギー種別（全国、2007.01）図10

都 市 ガ ス

プロパンガス

灯 油

電 気

そ の 他

A

B

C

D

E

45.5

43.2

76.1 21.5
0.3

0.8

0.5

0.6

2.2

1.2

0.5

0.3

0.4

0.3

0.3

0.8
10.2

0.5
98.9

0.6

12.7 2.2 56.3 18.7

1.2

46.4 9.6
0.5

0.3

39.4 14.4
0.4

0.3

主に使う 補助的に使う ほとんど使わない 全く使わない 無回答総　数（n=1161） 

0 20 40 60 80 100（%）

給湯に使われるエネルギー種別（全国、2007.01）図9

都 市 ガ ス

プロパンガス

灯 油

電 気

そ の 他

A

B

C

D

E

39.8

24.0

19.8

12.1
0.8

0.4

0.7

1.3

0.8

1.7

0.7

0.9

0.5

0.8
98.8

0.4

63.1 18.35.8
0.7

62.6 15.5
1.3

0.8

58.6 15.0
1.7

0.7

43.4 15.3
0.9

0.5

4.4
1.5

0.9

8.0
2.0

1.2

21.4 1.1

20.2 1.6

22.5 1.6

26.4 1.3

26.3 1.3

17.3 1.4

29.0 1.9

19.6 1.2

35.1 1.5

40.9
0.9

1.2

4.9

6.8

14.8
3.6

2.2

12.7
2.3

1.1

34.9 1.3

15.7
3.2

1.8

18.9 2.2

14.6 1.8

27.2 2.4

20.2 4.3

20.9 2.0

24.3 1.9

18.6 1.6

23.9 2.0

27.4 2.3

30.1 2.8

24.8 2.0

14.0 2.3

27.8 2.3

35.1 3.4

32.2 2.1

3.4
13.3 1.8

4.1
13.1 1.6

22.7

2.8

5.1

36.5 2.6

31.4 2.7

20.8
1.8

1.6

20.5
3.6

2.4

27.0
2.2

2.3

35.9 2.8

46.0 4.8

35.7 2.3

39.9 2.8

45.5 2.5

44.3 3.0

2.2
47.5 2.8

1.5
40.4 3.9

1.1
47.5

6.6

3.3

6.1

6.4

15.8

25.1

58.0

15.1

48.3

5.9

45.5

37.7

56.7

38.5

主に使う 補助的に使う ほとんど使わない 全く使わない 無回答総　数（n=1161） 

0 20 40 60 80 100（%）

暖房に使うエネルギー種別（全国、2007.01）図7

11.5

2.6

1.2

0.3
0.2

3.4

1.2

1.5

2.5
1.6

2.6 74.2 20.5

24.3
1.2

10.056.7

37.5

99.5

10.533.6
0.3

0.2

3.4 15.0

7.8

1.2

1.5

65.5 19.02.5
1.6

都 市 ガ ス

プロパンガス

灯 油

電 気

そ の 他

A

B

C

D

E

                      

　
給
湯
に
主
と
し
て
使
わ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
種
別
は

図
９
に
示
す
と
お
り
、第
一
は
都
市
ガ
ス
三
九
・
八
％

（
四
〇
・
一
％
）、第
二
は
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
二
四
・
〇
％（
二

六
・
一
％
）、第
三
は
灯
油
一
九
・
八
％（
二
一
・
六
％
）、電

気
は
最
も
少
な
く
一
二
・
一
％（
一
一
・
四
％
）と
な
っ

て
い
る
。
比
率
の
変
化
に
つ
い
て
風
呂
沸
か
し
と
同
様

な
傾
向
が
見
ら
れ
、電
気
が
〇
・
七
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
、

都
市
ガ
ス・
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス・
灯
油
の
順
に
〇
・
三
、二
・
一
、

一
・
八
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
い
る
。そ
の
他
、補
助
的
に

使
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
種
別
と
し
て
電
気
五
・
八
％（
八
・
七

％
）が
あ
り
、他
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
種
別
は
一
％
未
満
で
、

内
容
は
風
呂
沸
か
し
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。 

   

　
「
調
理
」の
意
味
を
台
所
に
設
置
さ
れ
た
コ
ン
ロ
と

限
定
し
て
調
査
し
た
。調
理
の
た
め
に
主
と
し
て
使
わ

れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
種
別
は
、図
10
に
示
す
と
お
り
で
あ

る
。そ
れ
ぞ
れ
の
比
率
は
、都
市
ガ
ス
四
五
・
五
％（
四

五
・
八
％
）と
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
四
三
・
二
％（
四
六
・
一
％
）

と
、前
回
に
比
べ
わ
ず

か
な
が
ら
都
市
ガ
ス
が

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を
抜
き
、

次
の
電
気
一
〇・二
％（
一

二
・
五
％
）は
ま
だ
少
数

派
で
あ
る
。灯
油
は
〇
・

三
％（
一
・
一
％
）で
ほ

と
ん
ど
使
わ
れ
て
い
な

い
。
補
助
的
に
使
う
エ

ネ
ル
ギ
ー
種
別
と
し
て

は
、ほ
ぼ
電
気
の
み
で

あ
る
。 

　
数
値
上
か
ら
見
れ
ば
、

全
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
種

別
で
「
主
に
使
う
」
の

比
率
が
少
な
く
な
っ
て

お
り
、「
補
助
的
に
使
う
」

も
全
て
減
っ
て
い
る
の
で
、

コ
ン
ロ
調
理
で
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
「
全
く
使
わ
な

い
」の
増
加
の
意
味
を
推
し
量
り
か
ね
て
い
る
。 

      

　
将
来
、新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
で
、利
用
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
種
別
が
変
え
ら
れ
る
場
合
、ど
の
よ
う
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
選
択
し
た
い
か
、を
尋
ね
た
。
現
状
と
同
じ

く
、①
暖
房
、②
風
呂
、③
給
湯
、④
調
理
に
つ
い
て
、エ

将
来
の
用
途
別
エ
ネ
ル
ギ
ー
選
択
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1.2

0.3
0.2

3.4

1.2

1.5

2.5
1.6

傾
都
市
ガ
ス・
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス・
灯
油
の
順
に
〇
・
三
、二
・
一
、

一
・
八
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
い
る
。そ
の
他
、補
助
的
に

種

る
。そ
れ
ぞ
れ
の
比
率
は
、都
市
ガ
ス
四
五
・
五
％（
四

五
・
八
％
）と
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
四
三
・
二
％（
四
六
・
一
％
）

ル
ギ
ー
を
選
択
し
た
い
か
、を
尋
ね
た
。
現
状
と
同
じ

く
、①
暖
房
、②
風
呂
、③
給
湯
、④
調
理
に
つ
い
て
、エ

ネ
ル
ギ
ー
種
別（
都
市
ガ
ス
、プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
、灯
油
、電

気
）の
使
用
希
望
を
質
問
し
た
。全
国
と
近
畿
圏
に
お

け
る
用
途
別
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
希
望
の
様
子
を
、図
11

に
示
す
。 

   

　
暖
房
に
主
に
使
い
た
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
種
別
は
多
い
順

に
、電
気
五
〇
・
〇
％（
前
回
四
一
・
八
％
、以
下
同
じ
）、

灯
油
二
七
・
七
％（
三
五
・
八
％
）、都
市
ガ
ス
一
八
・
四

％（
二
一
・
一
％
）、プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
二
・
六

％（
三
・
三
％
）で
あ
っ
た
。
補
助
的
に

使
い
た
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
種
別
は
、電
気

二
三
・
三
％（
三
二
・
九
％
）、灯
油
二
〇
・

九
％（
二
一
・
一
％
）、都
市
ガ
ス
八
・
二

％（
一
一
・
三
％
）、プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
二
・

六
％（
四
・
〇
％
）で
あ
っ
た
。 

　
現
状
に
比
べ
、主
と
し
て
使
い
た
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
は
、全
国
ベ
ー
ス
で

灯
油
が
三
四
ポ
イ
ン
ト
以
上
減
り
、電

気
と
都
市
ガ
ス
が
そ
れ
ぞ
れ
二
三
、七

ポ
イ
ン
ト
程
度
拡
大
し
て
い
る
。 

　
前
回
調
査
と
の
顕
著
な
違
い
は
、

暖
房
に
電
気
を
使
い
た
い
傾
向
の
顕

著
な
増
加
で
あ
る
。
推
測
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
二
年
間
に
お
け
る
灯
油
の
大

幅
な
値
上
が
り
と
、電
気
エ
ア
コ
ン（
ヒ

ー
ト
ポ
ン
プ
）の
効
率
向
上
が
影
響
し

て
い
る
と
見
ら
れ
る
。 

　
な
お
、近
畿
圏
だ
け
で
見
れ
ば
、暖

房
に
主
に
使
い
た
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
種
別

は
、電
気
五
二
・
七
％
、都
市
ガ
ス
三
〇
・
七
％
、灯
油
一

七
・
六
％
、プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
二
・
〇
％
と
シ
フ
ト
す
る
。
現

状
と
比
べ
れ
ば
、電
気
と
都
市
ガ
ス
が
大
幅
増
、プ
ロ
パ

ン
ガ
ス
が
微
減
、灯
油
が
大
幅
な
減
少
で
あ
る
。 

   

　
風
呂
を
沸
か
す
の
に
主
に
使
い
た
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
種

別
は
、多
い
順
に
、都
市
ガ
ス
四
〇
・
一
％（
四
四
・
五
％
）、

電
気
三
〇
・
七
％（
二
三
・
五
％
）、灯
油
一
五
・
八
％（
一

九
・
八
％
）、プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
九
・
七
％（
一
〇
・
五
％
）、で

あ
る
。補
助
的
に
使
い
た
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
種
別
は
、順
に

電
気
一
〇
・
九
％（
一
五
・
〇
％
）、灯
油
五
・
六
％（
七
・

二
％
）、都
市
ガ
ス
四
・
六
％（
五
・
一
％
）、プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

四
・
一
％（
五
・
六
％
）と
な
っ
て
い
る
。 

　
全
国
ベ
ー
ス
で
現
状
に
比
べ
れ
ば
、主
と
し
て
使
い
た

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
は
、都
市
ガ
ス
が
四
〇
％
を
は
さ

ん
で
少
し
伸
び
て
い
る
が
、電
気
の
比
率
が
一
一
％
台

か
ら
三
倍
近
く
に
増
し
、プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
と
灯
油
が
そ
れ

ぞ
れ
二
三
％
、二
七
％
か
ら
大
幅
に
減
る
傾
向
を
見
せ
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て
い
る
。 

　
近
畿
圏
で
見
れ
ば
、主
に
使
い
た
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
種

別
は
、都
市
ガ
ス
五
九
・
〇
％（
六
九
・
二
％
）、電
気
二

九
・
八
％（
一
七
・
三
％
）、灯
油
四
・
四
％（
七
・
六
％
）、

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
四
・
九
％（
三
・
二
％
）へ
と
比
率
が
変
わ

る
。現
状
と
比
べ
れ
ば
、都
市
ガ
ス
が
微
減
、電
気
が
倍

近
く
に
増
え
、プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
・
灯
油
が
半
減
と
い
う
方

向
が
予
測
さ
れ
る
。前
回
調
査
に
比
べ
る
と
、利
用
希

望
は
電
気
が
大
幅
に
増
え
、都
市
ガ
ス・
灯
油
が
減
り
、

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
が
若
干
増
え
て
い
る
。 

   

　
給
湯
に
つ
い
て
は
、現
状
と
同
じ
く
、風
呂
沸
か
し

と
類
似
の
傾
向
を
見
せ
て
い
る
。
給
湯
の
た
め
に
主

に
使
い
た
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
種
別
は
、多
い
順
に
、都
市
ガ

ス
三
九
・
六
％（
四
三
・
七
％
）、電
気
三
二
・一
％（
二
五
・

八
％
）、灯
油
一
二
・
七
％（
一
六
・
五
％
）、プ
ロ
パ
ン
ガ

ス
一
一
・
四
％（
一
三
・
〇
％
）、で
あ
っ
た
。
補
助
的
に

使
い
た
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
種
別
は
、電
気
一
二
・
七
％
、プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
、灯
油
、都
市
ガ
ス
が
と
も
に
五
％
前
後
と

な
っ
て
い
る
。 

　
現
状
に
比
べ
、主
と
し
て
使
い
た
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
は
、都
市
ガ
ス
が
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
が
、電

気
の
比
率
は
現
状
の
一
二
・
一
％
か
ら
倍
以
上
に
増
し
、

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
と
灯
油
が
そ
れ
ぞ
れ
二
四
・
〇
％
、一
九
・

八
％
か
ら
大
幅
に
減
る
傾
向
を
見
せ
て
い
る
。前
回
調

査
か
ら
見
て
も
、電
気
だ
け
が
伸
び
、他
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
減
少
し
て
い
る
。 

　
近
畿
圏
で
見
る
と
、都
市
ガ
ス
の
使
用
希
望
が
六
〇

％
を
境
に
微
減
。電
気
が
倍
以
上
に
増
え
て
四
三
・
四

％
、プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
と
灯
油
は
激
減
し
、そ
れ
ぞ
れ
四
・

四
％
に
な
っ
て
い
る
。 

   

　
調
理（
台
所
設
置
コ
ン
ロ
）に
つ
い
て
は
、希
望
と
し

て
電
気
が
都
市
ガ
ス
に
拮
抗
す
る
状
況
が
予
想
さ
れ

る
。
主
に
使
い
た
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
種
別
は
、多
い
順
に
、

電
気
三
九
・
八
％（
三
五
・
五
％
）、都
市
ガ
ス
三
七
・
七

％（
四
五
・
六
％
）、プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
二
〇
・
〇
％（
二
三
・
四

％
）で
あ
っ
た
。 

　
補
助
的
に
使
い
た
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
種
別
は
、順
に
電

気
一
八
・
三
％（
三
二
・
三
％
）が
最
も
大
き
く
、都
市

ガ
ス
七
・
一
％
、（
六
・
五
％
）、プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
六
・
二
％（
七
・

四
％
）と
な
っ
て
い
る
。 

　
現
状
と
の
比
較
を
し
て
み
る
と
、主
と
し
て
使
い
た

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
は
、都
市
ガ
ス
が
現
状
の
四
五
・

五
％
か
ら
八
ポ
イ
ン
ト
近
く
減
っ
て
い
る
に
対
し
、電
気

の
比
率
が
一
〇
・
二
％
か
ら
四
倍
近
く
に
増
し
て
い
る
。

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
四
三
・
二
％
か
ら
半
減
す
る
傾
向
を
見

せ
て
い
る
。 

　
近
畿
圏
だ
け
を
取
り
上
げ
る
と
、都
市
ガ
ス
の
利

用
希
望
が
四
八
・
三
％
と
依
然
と
し
て
最
大
で
あ
る
が
、

電
気
は
四
三
・
四
％
と
全
国
ベ
ー
ス
よ
り
も
高
い
比
率

に
な
っ
て
お
り
、現
状
の
一
八
・
〇
％
と
比
べ
れ
ば
倍
以

上
の
使
用
希
望
が
あ
り
、急
速
な
伸
び
を
予
測
さ
せ

る
。プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
希
望
は
三
分
の
一
に
激
減
し
て
い
る
。 

   

　
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
と
お
り
、前
回
調
査
に
引
き

続
き
電
気
へ
の
傾
斜
が
強
く
見
ら
れ
た
。
全
国
レ
ベ
ル

で
将
来
使
い
た
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
種
別
の
傾
向
を
概
観
す

る
と
、暖
房
で
都
市
ガ
ス
と
電
気
が
伸
び
、灯
油
の
希

望
が
減
っ
て
い
る
。同
じ
く
、風
呂
沸
か
し
・
給
湯
で
は
、

電
気
が
大
幅
に
伸
び
、都
市
ガ
ス
が
現
状
維
持
、プ
ロ
パ

ン
ガ
ス
と
灯
油
の
希
望
が
下
が
っ
て
い
る
。コ
ン
ロ
調
理

で
は
電
気
の
希
望
が
現
在
の
四
倍
近
く
に
拡
大
し
、都

市
ガ
ス
が
二
割
近
く
減
少
、プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
半
減
と
い

う
状
況
で
あ
る
。 

　
近
畿
圏
で
は
、全
て
の
用
途
で
全
国
平
均
よ
り
も

都
市
ガ
ス
の
シ
ェ
ア
が
高
い
が
、風
呂
・
給
湯
用
途
で
も

若
干
減
少
が
予
想
さ
れ
る
。 

　
電
気
へ
の
指
向
が
強
い
こ
と
の
根
底
に
は
、よ
り
便

利
で
手
軽
な
形
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
が
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
あ
る（
前
回
調
査
の
理
由
よ
り
）。そ
れ
に

加
え
て
、昨
今
の「
オ
ー
ル
電
化
」の
宣
伝
が
影
響
し
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
大
量
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を

通
じ
て「
安
価
」・「
安
全
」・「
便
利
」な
ど
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
発
せ
ら
れ
、ユ
ー
ザ
ー
層
へ
の
浸
透
は
大
き
い
と
見

ら
れ
る
。 

　
と
こ
ろ
が
、全
て
の
用
途
を
電
気
に
任
せ
る
こ
と
は

決
し
て
望
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
火
力
発
電
所
で
作

ら
れ
る
電
気
は
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
四
割
し
か
家
庭
に

届
か
な
い
。エ
ネ
ル
ギ
ー
源
が
電
気
に
シ
フ
ト
す
る
こ
と

で
、用
途
・
機
種
に
よ
っ
て
は
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を

増
や
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。 

　
全
て
の
用
途
に
お
け
る
電
熱
利
用（
電
気
ス
ト
ー
ブ
、

電
気
温
水
器
、シ
ー
ズ
ヒ
ー
タ
ー
な
ど
）は
二
酸
化
炭
素

の
排
出
の
大
幅
な
増
加
と
な
る
。調
理
に
お
け
る
Ｉ
Ｈ

ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
に
あ
っ
て
も
、有
効
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
量
に
対
し
、都
市
ガ
ス
よ
り
も
二
酸
化
炭
素
の
排
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知らない・
記録もしていない

13.7%

消費量は見ているが
保存や記録はしていない

27.4%

請求額は見るが
消費量は意識していない

29.7%

電気やガスの伝票をみて
整理・保存している

23.9%
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CEL

①電　   気： 1kWh ／0.9＝1.11 kWh（消費エネルギー）、 
　　　　　  1.11×0.36 kg-CO2＝0.40kg-CO2 

②都市ガス： 1 kWh＝3.6Mj、 
　　　　　 3.6Mj／0.57＝6.316Mj（消費エネルギー）、 
　　　　　 6.316／455＊＝0.14ｍ3のガス、 
　　　　　 0.14×2.28 kg-CO2＝0.32kg-CO2 
　　　　　　  ＊都市ガスの1ｍ3当たり熱量（Mj） 

 

　
近
畿
圏
で
見
る
と
、都
市
ガ
ス
の
使
用
希
望
が
六
〇

％
を
境
に
微
減
。電
気
が
倍
以
上
に
増
え
て
四
三
・
四

  

　
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
と
お
り
、前
回
調
査
に
引
き

ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
に
あ
っ
て
も
、有
効
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
量
に
対
し
、都
市
ガ
ス
よ
り
も
二
酸
化
炭
素
の
排

出
が
大
き
い
。確
認
の
た
め
に

１
k
W
h
の
有
効
熱
量
を
得

る
た
め
、熱
効
率
を
電
気
九

〇
％
・
都
市
ガ
ス
五
七
％
で
二

酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
比
較

す
る（
上
の
表
）。 

　
自
然
冷
媒
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

に
よ
る
給
湯
シ
ス
テ
ム「
エ
コ

キ
ュ
ー
ト
」に
つ
い
て
も
、公
称

性
能
が
使
用
実
態
で
は
大
幅

に
下
回
る
と
す
る
実
験
結
果

も
あ
る
。
用
途
や
利
用
形
態

に
応
じ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
使

い
分
け
る
こ
と
が
最
も
合
理

的
な
は
ず
だ
が
、必
ず
し
も

そ
う
な
っ
て
い
な
い
。
よ
り
合

理
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
は
、公
正
で
分
か
り
や
す
い

比
較
情
報
が
手
に
入
り
に
く
い
こ
と
も
問
題
で
あ
る
。

季
刊
誌「
Ｃ
Ｅ
Ｌ
」七
九
号
で
主
張
し
た
と
お
り
、エ
ネ

ル
ギ
ー
源
の
多
様
化
と
最
適
化
は
、地
球
温
暖
化
防
止

へ
の
有
効
な
手
段
で
あ
る
こ
と
を
、生
活
者
に
正
し
く

伝
え
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

　
も
っ
と
も
、こ
こ
に
紹
介
し
た
将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
選

択
は
、現
状
を
前
提
と
し
た
希
望
で
あ
っ
て
、実
際
の

判
断
は
、そ
の
時
々
の
状
況
に
左
右
さ
れ
る
。例
え
ば
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
相
対
的
な
変
化
は
最
も
大
き
な

判
断
要
因
に
な
る
だ
ろ
う
。そ
の
背
景
に
は
、世
界
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
動
向
と
価
格
、そ
れ
に
国
内
の
供
給

事
情
に
よ
る
料
金
メ
ニ
ュ
ー
の
変
化
に
よ
っ
て
、こ
の
と

お
り
に
な
っ
て
行
く
と
は
限
ら
な
い
。 

     

　
京
都
議
定
書
で
日
本
が
約
束
し
た
温
室
効
果
ガ
ス

六
％
削
減
の
達
成
度
を
評
価
さ
れ
る
最
初
の
年
、二

〇
〇
八
年
が
迫
っ
て
き
た
が
、特
に
家
庭
用
を
含
む
民

生
用
の
排
出
量
の
増
加
が
著
し
く
、達
成
の
見
通
し
は

非
常
に
厳
し
い
。 

　
今
回
の
調
査
結
果
か
ら
見
え
た
良
い
兆
候
は
、二
年

間
の
時
間
差
で
、省
エ
ネ
行
動
、環
境
行
動
の
ほ
ぼ
全

体
に
わ
た
っ
て
明
ら
か
な
前
進
が
見
ら
れ
た
こ
と
で
あ

る
。省
エ
ネ
行
動
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
へ
の
意
識
の
程

度
と
連
動
し
て
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
た
。し
か
し
、

地
球
環
境
問
題
の
深
刻
化
は
急
速
で
、住
ま
い
の
省
エ

ネ
行
動
が「
で
き
る
こ
と
か
ら
少
し
ず
つ
」
と
悠
長
に

構
え
て
い
る
段
階
で
は
、も
は
や
な
い
と
思
わ
れ
る
。 

　
省
エ
ネ
・
環
境
行
動
の
継
続
的
進
展
に
は
、地
球
温

暖
化
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
問
題
に
関
す
る
的
確
な

情
報
の
提
供
と
、市
民
・
生
活
者
そ
れ
ぞ
れ
の
真
剣
な

受
け
止
め
る
態
度
が
必
要
で
あ
ろ
う
。 

　
一
方
、懸
念
さ
れ
る
兆
候
と
し
て
は
、全
て
の
用
途

に
お
い
て
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
電
気
に
変
え
て
使
う
傾

向
が
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。こ
れ
は
現
状
と
将

来
希
望
の
両
方
に
強
く
現
れ
て
い
る
。懸
念
の
理
由
は

既
に
述
べ
た
と
お
り
だ
が
、目
に
見
え
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
二
酸
化
炭
素
を
可
視
化
し
、客
観
的
に
比
較
で
き

る
よ
う
な
媒
体
や
啓
発
活
動
が
強
く
求
め
ら
れ
る
。 

　
生
活
に
お
け
る
満
足
度
を
得
な
が
ら
、環
境
へ
の
負

荷
の
少
な
い「
持
続
可
能
な
社
会
」へ
向
け
た
生
活
を

実
現
す
る
に
は
、ど
の
よ
う
な
方
法
が
有
効
だ
ろ
う
か
。

こ
の
疑
問
に
対
し
、調
査
デ
ー
タ
か
ら
は
直
接
的
な
解

答
は
見
出
せ
ず
、む
し
ろ
疑
問
が
深
ま
っ
た
。そ
の
一

例
と
し
て
、環
境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
し
意
識
が
高
く
、

行
動
を
起
こ
し
て
い
る
人
が
、必
ず
し
も
満
足
度
が
高

い
と
は
限
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
電
気
や
ガ
ス
の
伝
票

を
き
ち
ん
と
整
理
し
て
い
る
の
は
、ひ
ょ
っ
と
し
て
苦
し

い
家
計
の
や
り
く
り
の
た
め
か
も
し
れ
な
い
。ま
た
不

思
議
な
こ
と
に
、所
得
・
資
産
の
水
準
が
生
活
満
足
度

に
直
接
連
動
し
て
い
る
確
証
も
見
当
た
ら
な
い
。 

　
満
足
と
は
、自
分
の
望
み
が
実
現
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。望
み
を
大
き
く
持
た
な
け
れ
ば
、現
代
の
社

会
で
は
比
較
的
容
易
に
達
成
さ
れ
る
は
ず
の
も
の
で

あ
る
。つ
ま
り
満
足
か
ど
う
か
は
相
対
的
な
存
在
で
、

「
不
満
」と
言
っ
て
も
、人
為
的
に
作
ら
れ
た
欲
求
に
惑

わ
さ
れ
た
り
、社
会
的
な
不
安
要
因
か
ら
来
る
悩
み
が

あ
っ
た
り
で
、普
通
の
生
活
を
送
れ
て
い
る
の
に
満
足

感
が
得
ら
れ
な
い
状
態
に
あ
る
だ
け
か
も
し
れ
な
い
。 

　
「
今
と
同
じ
暮
ら
し
を
し
な
が
ら
、資
源
・エ
ネ
ル
ギ

ー
の
消
費
を
削
減
す
る
」と
い
う
考
え
を
逆
か
ら
見
て
、

「
大
幅
に
資
源
・エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
削
減
し
て
も
、生

活
に
満
足
で
き
る
条
件
を
探
す
こ
と
」が
有
望
な
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。省
エ
ネ
技
術
の
成
果
の
有
効
な
活

用
と
と
も
に
、生
活
者
の
合
理
的
な
意
思
決
定
と
心

か
ら
の
納
得
、そ
れ
を
可
能
と
す
る
判
断
能
力
や
心

構
え
、前
提
と
な
る
正
し
い
情
報
な
ど
が
鍵
と
な
ろ
う
。

調
査
結
果
の
分
析
を
し
な
が
ら
、こ
の
よ
う
な
考
え
に

到
達
し
た
次
第
で
あ
る
。 

（
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ガ
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ネ
ル
ギ
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